
経 済 変 動 対 策 特 別 融 資  原 油 等 価 格 状 況 陳 述 書 
 尼 崎 市 長 様                       平成  年  月  日 
 

住所                       
企業名                      
代表者名                  実印 
 

１ 原油等の仕入単価の上昇 
(1) 平均仕入単価算出表                           （単位：円） 

  本 年 前 年 
原油等の仕入価格（Ⅰ）          円 円 

月 原油等の仕入個数等（Ⅱ）   
平均仕入単価（Ⅰ）÷（Ⅱ） (E)                  円 (e)                円

 (2) 原油等の仕入単価の上昇率算出方法（２０％以上） 
    E：原油等の最近１か月間における平均仕入単価 
ｅ：Eの期間に対応する前年１か月間の平均仕入単価 
                E  
  原油等の仕入単価上昇率＝  e   ×１００－１００＝ 上昇率          ％ 

 
２ 原油等が売上原価に占める割合 
 (1)  原油等が売上原価に占める割合（２０％以上） 
  Ｃ：申込時点における最新の売上原価          C            円 
  Ｓ：Ｃの売上原価に対応する原油等の仕入価格      S            円 

 Ｓ  
  原油等が売上原価に占める割合＝  Ｃ   ×１００＝ 依存率          ％ 

(2) 売上原価の算出表 
    決算書に売上原価が記載されてない場合にご使用下さい。           （単位：円） 

 項  目 金  額 
期首（               ）（Ⅲ） 円
当期（               ）（Ⅳ） 円

 
 年分 

期末（               ）（Ⅴ） 円
最新の売上原価：（Ⅲ）+（Ⅳ）－（Ⅴ） (C)          円
上記売上原価に対応する期間の原油等の仕入価格 (Ｓ)           円

○項目欄の期首、当期、期末には業種ごとに記入内容が異なりますので、下記を参考にご記入下さい。 
 ① 物品販売業の場合 
   期首：期首棚卸高 ＋ 当期：当期商品仕入高 － 期末：期末棚卸高 
 ② 製品等の製造業の場合 
   期首：期首棚卸高 ＋ 当期：当期製品製造原価（※1）－ 期末：期末棚卸高 
   ※1 当期製品製造原価=期首仕掛品棚卸高＋当期総製造費用－期末仕掛品棚卸高 
 ③ 建設業の場合 
   期首：期首未成工事支出金 ＋ 当期：当期総工事費用 － 期末：期末未成工事支出金 
 ④ サービス業の場合 
   物を提供するわけではないため、サービス提供に係る費用が基本的に売上原価 

 
３ 製品等価格への転嫁の状況（Ｐ＞０となっていること）             （単位：円） 

 原油等の仕入価格 売上高 
 本 年 前 年 本 年 前 年 

月        円        円        円        円
月        円        円        円        円
月        円        円        円        円

合計        円        円        円        円
平均 (Ａ)           円 (ａ)      円 (Ｂ)           円 (ｂ)      円

                                   A           ａ   
   製品等価格への転嫁の状況＝   B           ｂ   ＝ Ｐ            ％ 
                                        以  上 


